
 - 1 - 

 
 

 

 

 
 

              



 

 

2 



 

 

3 



 

 

4 



 

 

5 

  



 

 

6 

                               

 



 

 

7 

 

 

 

間違いばかりじゃない 正しいことばかりでもない 人生に意味を… 

 

 

「なぜ」「何」を突き止めるための 

人間関係を基盤にした調査研究の重要性 
 

田中康雄（西南学院大学人間科学部教授） 

 

現在、「老人ホームの離職防止に向けた組織マネジメントの仕組みづくり」について、調査研究を行な

っている。 

日本においては、少子高齢化、かつ人口減の社会が加速度的に進行している。婚姻、あるいは子ども

をもつことに対し、様々な価値観等があり、一人での暮らしを選択しているケースが増加している。一方、

高齢期に介護が必要な状態となった際、日々の生活において、誰かの支えが必要となる。「ピンピンコロ

リ」という言葉があるように、高齢期に可能な限り、介護が必要必要な状態とならず、人生を全うしたい

と考える人は少なくない。 

われわれ人間は、不老不死ではない。ある種、この世に生を受けてから、1分1秒、死に向かっている

存在といえる。それゆえ、人生の完成期ともいえる高齢期をどう過ごすかは、人間にとって最も重要な視

点の一つと言える。 

高齢期に介護が必要な状態となり、配偶者や子どもの有無に関わらず、社会全体で支える仕組みが

介護保険制度である。介護保険を利用することによって、要介護状態での様々な介護サービスを受ける

ことが可能になる。その介護サービスの一つに、要介護高齢者の生活を24時間365日支える施設とし
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ての特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設、以下老人ホーム）がある。その施設数は8千超で、定員

は約59万人であり、そこには、自分自身の身体等を用いながら、要介護高齢者の生活を支える介護職

が存在する。 

老人ホームを利用したい要介護高齢者が多くいる一方、現段階で既に介護職の不足感が生じ、今後

さらに深刻化することが予測されている。この不足感の状況は、過疎地域に限らず大都市圏でも、大き

な問題となっている。例えば、日本で最も人口の多い東京都23区内でも、介護職の確保ができず、介

護サービスの受入を制限している老人ホームのケースが、実際に今そこかしこで起きている。 

しかし、様々な職種の中から介護職を選択したにも関わらず、その後、離職してしまう現状がある。中

でも、勤続3年未満に離職するケースが問題となっている。日本には約1万7千超あるといわれる仕事の

中から、あえて老人ホームの介護職を選択したにも関わらず、「なぜ離職してしまうのか」、その「要因に

は何があり」、どのような「構造があるのか」、介護保険制度以降、この「なぜ」と「何」を突き詰めることを

ライフワークとしてきた。そして、どうすれば「少しでも老人ホームの介護職の離職者を一人でも減らすこ

とができるのか」、そのための組織としてのマネジメントの方法を追い求めてきた。 

その「なぜ」「何」を突き止めるために、調査は欠かすことができない。それらの調査では、量的調査

（アンケート調査）、質的調査（インタビュー調査）を必ず併用している。それは、「なぜ」「何」を明らかにす

るエビデンス（根拠）には、「数字でわかること」だけでなく、「言葉だからわかること」が存在するからであ

る。そのため、本書のタイトルでもある（北から、南から）のように、北は北海道から、南は沖縄県の老人

ホームを対象に、これまで、数千人を超えるアンケート調査、数百人を超えるインタビュー調査を行なっ

てきた。 

その際、全国の老人ホームを（北から、南から）、直接足を運び、実践現場のリアルを肌で感じること

で、考察が深まると感じている。有名な日本映画のセリフではないが、「リアルは常に現場で起きている」。

そして、そこには、常に老人ホームの介護職の方々のご協力がある。ご協力がなければ、「なぜ」「何」を、

エビデンスをもとに深堀していくことはできない。だからこそ、感謝の気持ちを常に念頭に置き、研究の

ための研究という側面だけでなく、少しでも「老人ホームの介護職の離職防止につなげたい」という一心

で調査研究を継続してきた。 

その（北から、南から）の老人ホームの実践現場のリアルでの出会いが更なる出会いを生み、日本全

国での人間関係が広がってきた。さらに、日本人間関係学会の様々な活動を通して、それらの人間関係

の広がりが、より深みを増してきたと感じている。 

今後高齢化率が40%に近づくことが予測される中、「老人ホームにおける介護職の離職防止に向け

た組織マネジメント」は日本の喫緊の課題といえる。組織とは「人と人」のつながりであり、組織マネジメ

ントとは「人と人をつながりやすくする」ことである。高齢化の世界最先端を走る日本において、老人ホー

ムの組織づくりがあらためて今問われ、諸外国からその動向に注目が集まっている。 

夢中になって戦ったのでしょう。翌日は全身筋肉痛という悲劇も待ち受けていました。 

それでも非常に楽しかったという思いが強く残っているのは、やはり人と人とふれあうことの楽しさは

何にも勝るのだと思います。 
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伊勢への家族旅行 

 

和香絢子（WA-Smile代表／講師） 

 

先日、三重県伊勢市に家族で旅行へ行きました。 

初日は伊勢神宮の外宮、内宮と参拝して旅の安全を祈願し、2日目に伊勢忍者キングダムというとこ

ろに行ってみました。 

この伊勢忍者キングダム、小学生の息子の強い希望により行ったのですが思った以上に楽しかったの

でその時のことを綴りたいと思います。 

伊勢神宮はコロナ禍明けということもあり多くの人で賑わっておりましたが、こちらは混雑もなくスム

ーズに入場。 

入ってみるとまるでタイムスリップをして忍者の世界に入り

込んだかのような村の景色に一気にテンションが上がります。 

せっかくなので存分に忍者気分を味わおうと場内にある大

浴場（温泉施設）のフロントにて忍者衣装をレンタルしました。 

忍者の服装になり、身も心もすっかり忍者になったところで

リアルRPGゲームの受付へ。 

このリアルRPGというのが大変面白く、村中にいるスタッフ

（村人）さんに話しかけて情報を入手し、ストーリーを進めてい

くというゲーム。 

実際にボスと戦ったり、賭場でお金を調達したり、吹き矢や

手裏剣投げなどのミッションも出ます。 

コロナ禍ではあり得なかった、見ず知らずの方々に話しかけ

て情報を得るというシステム。 

ボスを倒すのも、他のお客様に声を掛けて「一緒に協力しませんか？」と仲間を集めて勝負に挑みま

す。まさにコミュニケーション能力が必須のゲームでした。 

スタッフ（村人）さんや他のお客様に自ら話しかけたり、時にはレベルを上げるために勝負を挑んだり

と多くの方々とコミュニケーションを取るという経験は小学校生活をほとんどコロナ禍で過ごしている息

子にはとても新鮮だったようで大興奮でした。 

こんなことは非常に久しぶりでしたので、息子も夫も私も大変楽しい時間を過ごせました。 

ただ、ボス戦が強かった・・・！他のお客様たちと何度もチャレンジしてみたものの、全く倒せず途中で

断念して帰ってきたのが悔やまれます。ボス達は子供たちにも容赦なしです。 

一切の忖度なしで毎回一瞬で打ちのめされました。 

おかげさまで一緒に戦った方々とも強い仲間意識が生まれ

ました。 

またリベンジをしに必ず来ようと家族で誓ったあたりは忍者

キングダムの思惑通りなのかもしれません。 

夢中になって戦ったのでしょう。翌日は全身筋肉痛という悲

劇も待ち受けていました。 

それでも非常に楽しかったという思いが強く残っているの

は、やはり人と人とふれあうことの楽しさは何にも勝るのだと

思います。 
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【会員動向】（2024年9月１日～2025年2月28日）   

2025年２月28日現在  

会員134名 （正会員：108名 一般会員：10名 準会員：16名  賛助会員：0 ）  

〈入会者〉  

正会員：３名 ・白石真澄・田中ミサ・荒木由美子  

一般会員：１名 ・村上幸一  

（敬称略）   

 

災害級の降雪に見舞われた冬も終わり、三寒四温の季節となりました。桜の見ごろが今から楽しみ

です。桜の見ごろを迎える頃には、ご所属等のご移動もあるかと存じます。ご住所の変更がございま

したら、学会事務局までご連絡をお願い致します。 

今年度から、事務局は鈴木満が引き継いでおりますが、理事長の早坂先生、副理事長の三好先生、

森先生はじめ、多くの先生方にお支えいただいております。引き続き、みなさまのご高配をたまわり

たいと存じます。何卒、よろしくお願い致します。 

 

 

日本人間関係学会第33回全国大会 予告 
 

2025年9月13・14日（土・日） 開催予定 

 12日（金）にはエクスカーションを予定 

会場 京都橘大学  大会長 山﨑将文 
※詳細が決まり次第、公式HP等で公表いたします。 
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